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【パートナー事業者型】
増築工事における、BIMモデル活用

による生産性向上の検証

令和3年度10月 中間報告
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令和３年度

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

プロジェクト工程

検
証

１）－１測量方法によるモデル作成工数
１）－２プレカットによる工程短縮・廃棄物削減
２）－１ 2D・3D施工計画と実施の工数比較
２）－２サプライチェーンの生産性向上

課
題
分
析

１）－１ 既存建物のデジタル測量と
BIMモデル作成

１）－２ プレファブリケーションによる
プレカットの検証

２）－１増築工事の施工計画

２）－２サプライチェーンの生産性向上

増築
開始

▼
鉄骨建方

▼

設備工事
開始

▼
足場組立

▼

既存外壁
解体

▼

データー取得 検証

内装工事
開始

▼

プロジェクトおよび検証・課題分析工程
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４．既存鉄骨へのガセット取り付け５．鉄骨建方（解体用足場の撤去）６．増築用足場架設１．増築部基礎躯体構築２．既存外壁解体用足場架設３．既存外壁（ECP）解体

増築工事の施工手順

１．増築部基礎
躯体構築

５．鉄骨建方
（解体用足場
の撤去）
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２．既存外壁解体用
足場架設

３．既存外壁
（ECP）解体

４．既存鉄骨への
ガセット取り付け

６．増築用足場
架設
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課題１）－１ 既存建物のデジタル測量とBIMモデルの作成

１階レベルにて、増築の基準墨を測量
足場と既存建物間（ １階レベル）より、
測量対象のフロアを測量

測量対象のフロアにて、
既存鉄骨を測量

測量機

測量用ターゲット

測量機
測量機

測量用
ターゲット

測量用
ターゲット

360°レーザースキャナによるデジタル測量の方法
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課題１）－１ 既存と増築鉄骨を接続するガセットプレートの調整

7

既存鉄骨へのガセットプレート取付状況（BIMモデル）

既存鉄骨のデジタル測量結果（点群）

増築鉄骨を納めるため、ガセット
プレート位置の精度が必要

既存
増築

点群より既存鉄骨の位置を求め、
既存鉄骨の位置に応じて、
ガセットプレートの長さを調整

既存 増築
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Step1 デジタル測量工法の選定と測量精度等の課題抽出

課題１）－１ 既存建物のデジタル測量とBIMモデルの作成

既存鉄骨の位置計測方法
アナログ測量： 従来の測量

①増築を基準とし、既存建物各階通り芯のずれ量を測量
②既存建物通り芯から柱の測量

デジタル測量：360°レーザースキャナによる点群測量

デジタル測量を実施するにあたり、測量精度等について下記の課題がある。
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抽出された課題 解決策 解決策実施状況

1
解体工事の間での測量のため、タイミングを
図ることが難しい。

デジタル測量を工程に組み込み、綿密な調
整を行う。

外壁解体、足場の迫り上
げ、測量を順番に実施。

2
既存外壁解体用の足場があり、既存鉄骨の測
量の妨げとなる。

足場と既存建物の隙間を活用して、360°ス
キャナにより測量を行う。

９月上旬より測量中。

既存鉄骨測量（アナログ）

測量精度については、上記の解決策を講じた結果を今後、検証する。

本検証で掲げた「デジタル測量とアナログ測量の、測量および設計統合モデル作成工数」のうち、
測量工数については、アナログ測量では、２段階の測量が必要なのに対し、デジタル測量は、１
ステップで測量できるため工数の削減となり、モデル作成工数の削減を含めて、25%の工数削
減を目指す。
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[物件概要]
施工種別：増築工事
用途：事務所／店舗
地上10階／地下なし
延床面積：約14,640㎡（増築範囲：2,083㎡）
構造：鉄骨造

増築部既存部

[検証対象]
・乾式壁：軽量鉄骨壁下地、せっこうボード張り

2F-4F
(約615㎡)

5F-10F
(約1230㎡)

[比較対象範囲]

BIM生産設計・BIM積算
プレカットプレファブ施工

従来設計・従来積算
従来施工

・積算数量比較
・実行数量比較
・工数比較
・廃棄物量比較
※その他：メーカー加工によ
る廃材量、再利用率調査

課題１）－２ プレファブリケーションによるプレカットの検証
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測量
情報
統合

現場測量
(レーザー墨、
点群)

施工段階
VRスキャン
(検証用)

レーザースキャナによる測量

課題１）－２ プレカット施工の手順

統合
モデル

構造BIM
設備BIM

LGS
配列
・

ボード
割付

LGS配列モデル

ボード割付モデル

プレカット管理
システム

(パーツリスト、
情報：配置、
間配り、配送、
出来高)

プレカット管理システム

間配りパッケージ情報

加工
データ
渡し

搬入

重

搬入

揚重
間配りプレカット

加工
LGS+石膏ボード
プレカット施工
(墨出し・設置)
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BIM 作業工場

凡例

CNC機械加工CAD
自動展開データ

揚重配置情報QRコード

CSV
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課題１）－２ プレカット加工について

詳細割付モデルより
ボード板取を自動生成 CNC加工機械CAD自動

展開データ (CSV)
揚重配置情報QRコード

CSV

石膏ボード割付（例）

部材へのQRコード
自動割り当て

石膏ボード用CNC加工機械

LGS用CNC加工機械

間配り場所１か所の
プレカット材の配置イメージ

プレカット材の揚重配置
１階分のイメージ
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抽出された課題 解決策
1 プレファブ化の範囲（柱型、開口補強など） 施工性・可搬性について評価し、実施範囲を検討中。

2 専門工事会社の取組に対する理解
廃棄物削減、施工手間・準備・片付けの省力化などの
目的を共有する。

抽出された課題 解決策

1
スラブのたわみ等の不陸により、現場の高さ
寸法がモデルと異なり、納まらない。

高さ寸法を現場測量（レーザー墨、点群）により把握
予定。

2
材料をモデルと異なる貼り方で施工し、割付
通りにプレカット材が使用できない。

内装プレカット方針、施工要項を作成する予定。関係
者で打合せを実施中。

抽出された課題 解決策
1 運搬・間配り時のプレカット部材の損傷 安全率を設定し、予備の真物を用意する。

2
用意したプレカット材が見つからず、違う材
料をカットして使用し、廃棄物が増える。

材料にQRコードを貼付して、揚重階、間配りの場所の
情報を取り出し可能とし、専門工事会社へのトレーニ
ングを行うことを検討中。
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課題１）－２ プレファブリケーションによるプレカットの検証

Step1 モデリングにより、BIMデータ精度を上げ、製作精度の向上や
手戻りを防止する手法の課題抽出

Step2 工場加工から施工に至るワークフローの設定と課題抽出

Step３ BIMモデルを活用して廃棄物を削減する方法の課題抽出
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プレカットまとめ ・ 他の検証項目 ・ 現在までの課題

現在までの課題・取組について
本プロジェクトは解体を伴う増築工事であり、既存外壁の解体→鉄骨建方を連続して
実施するなど、新築工事にはない難しさがあり、BIMを活用して課題を解決している。
令和２年度には、専門工事会社によるLGSプレカットの取組があった。本取組では、
ゼネコン、専門工事会社が連携して、乾式壁のプレカットを進めている。今までにな
い取り組みのため、 BIM～デジタルを十分に活用し、関係者で問題を洗い出し、対
応策を準備することが必要である。
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他の検証項目の今後の実施内容

No. 検証2)-1① 検証2)-1② 検証2)-2① 検証2)-2②

検証項目
施工計画に関わる2D・3D工
数の比較

安全巡視指摘事項の是正や足
場等の組み替えに関わる工数
の比較

数量積算に関わる工数の比較
サプライチェーンの生産性向
上・CO2削減

実施内容

既存外壁解体、足場施工、鉄
骨建方の計画について、2Dだ
けの計画と3Dの計画の検討工
数の比較を行う。

安全巡視指摘に対する是正
や、足場等の組み替えについ
て、2D計画での想定と、実施
3Dでの比較を行う。

足場（解体用、増築用）数量
拾い、LGS、ボードの数量拾
いについて、2D図面からの拾
いとBIMからの拾いによる工
数の比較を行う。

足場材搬出入車両の台数、プ
レカットに伴うLGSボードの
搬入車両の台数について、2D
図面から拾った数量に基づく
台数との比較を行う。

プレカット・プレファブリケーション検証の目標（従来工法に比較して）
工程短縮 25％削減 廃棄物量 20％削減
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以上、中間報告を終わります


